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「
古
代
語
の
し
る
べ
」
第
二
回

イ
テ
リ
ス[

酡]

─
─
─

日
本
霊
異
記
の
訓
釈
と
片
仮
名
ホ
の
異
体
字

─
─
─

蜂

矢

真

郷

『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
（
以
下
、『
上
代
編
』
と
示
す
）
に
、
「
い
て
り
す
［
酡
］（
動
サ
変
）
」

、

の
項
が
あ
る
。｢

顔
が
あ
か
く
な
る
。｢

謬
二

注
口
伝
一

睠
レ

媿
忝
レ

慮
顔

酡
〈
イ
テ
リ
シ

〉
耳
熱｣

（
霊
異
記

リ

ス

ミ

ヲ

ミ

ニ

い
て
り
し

中
序)

【
考
】｢

酡
」
は
酔
っ
て
顔
の
赤
く
な
る
こ
と
を
い
う
が
、
こ
こ
は
恥
ず
か
し
さ
に
顔
の
あ
か
ら
む

意
。
高
野
本
の
み
に
あ
る
例
で
多
少
存
否
が
疑
わ
れ
る
。
」（
全
文
）
と
記
さ
れ
る
。

日
本
霊
異
記
・
中
巻
序
の
当
該
部
分
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系

『
日
本
霊
異
記
』（
岩
波
書
店

以
下
、

り
ょ
う
い
き

70
｢

旧
大
系
」
と
示
す
）
に
は
「
口
傳
を
謬
り
注
す
。
睠
み
て
媿
ぢ
、
慮
に

忝

ク
、
顔

リ
シ
耳
熱
し
。」

く

で
ん

あ
や
ま

し
る

か
へ
り

は

こ
こ
ろ

カ
タ
ジ
ケ
ナ

お
も[

ホ]

テ

と
訓
読
さ
れ
て
い
る
（
訓
釈
を
最
も
重
視
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
旧
大
系
を
見
る
）。
国
会
図
書
館

本
（
『
上
代
編
』
に
は
「
高
野
本
」
と
あ
る
）
の
訓
釈
に
は
、「

〈
イ
テ
／
リ
シ
〉
」（
山
括
弧
内
は
小
字

を
、
斜
線
は
改
行
を
示
す
、
以
下
同
様
）
と
あ
る
。
旧
大
系
の
脚
注
に
「
攷
云
「
イ
疑
ホ
」」
と
あ
る
よ
う

に
、
江
戸
時
代
の
狩
谷
棭
斎
『
日
本
霊
異
記
攷
證
』
に
「
〈
前_

田_

氏
曰
／
イ
疑
ハ

〉」
と
あ
る
（

は
ホ

え
き
さ
い

の
異
体
字)

。
旧
大
系
の
頭
注
に
は
、｢

恥
し
さ
の
余
り
顔
が
赤
く
な
り
、
耳
た
ぶ
も
ほ
て
る
の
を
感
じ
る
。

｢

」
（
「
酡
」
と
通
用
）
は
、
玉
篇
「
飲
酒
朱
顔
顔
貌
」、
名
義
抄
ア
カ
シ
。
訓
釈
イ
テ
リ
シ
は
、
ホ
テ
リ

シ
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
オ
モ
ホ
テ
ル
は
、
新
撰
字
鏡
「
喟
・
喟
然
」
に
あ
て
る
。」
と
し
て
、
下
巻
第
四
縁

の
「
目
漂
靑
カ
ニ
、
面
赫
然
シ
テ
《
赫
然
〈
二
合
於
毛
／
保
天
リ
シ
天
〉
》」
を
参
照
せ
よ
と
す
る
。
下
巻

ツ

ヅ

ラ

オ
モ
ホ

テ

リ

第
四
縁
の
訓
釈
は
前
田
本
に
よ
っ
た
が
、
真
福
寺
本
の
訓
釈
に
は
「
赫
然
〈
二
合
於
無
日
天
／
利
シ
天
〉」

と
あ
っ
て
、
こ
の
「
無
」
は
「
母
」
に
近
い
字
体
で
あ
り
、「
日
」
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

こ
こ
に
、
最
も
大
き
い
問
題
は
イ
テ
リ
シ
か
ホ
テ
リ
シ
か
で
あ
る
が
、
旧
大
系
の
校
注
者
の
一
人
で
あ

『

る
遠
藤
嘉
基
氏
が
、

「
金
剛
三
昧
院
本
「
日
本
霊
異
記
」
の
訓
釈
仮
名
に
つ
い
て｣

（

日
本
霊
異
記
訓

(一)

釈
攷
』[1

9
82
.
5

和
泉
書
院
］、
も
と
「
高
野
山
大
学
国
語
国
文
」
２
［1

97
5
.
1
2

］）
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う

に
、
大
唐
西
域
記
（
興
聖
寺
本
、9

4
7
-
95
6

）
、
漢
書
楊
雄
伝
（
武
居
巧
氏
蔵
、9

4
8

）
、
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師

だ
い
と
う
さ
い
い
き
き

か
ん
じ
ょ
よ
う
ゆ
う
で
ん

だ
い
じ

お
ん
じ

さ
ん
ぞ
う
ほ
う
し

伝
（
興
福
寺
本
、1

1
1
6

）
に
、
萬
葉
仮
名
「
保
」
の
略
体
で
あ
る
片
仮
名
「
イ
」
が
ホ
の
異
体
字
と
し
て

で
んあ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
て
、
ホ
テ
リ
シ
と
訓
む
（
「
顔
酡
」
を
オ
モ
ホ
テ
リ
シ
と
訓
む
）
の
が
よ
い
と
考

え
ら
れ
る
。

『
上
代
編
』
に
「
高
野
本
の
み
に
あ
る
例
」
と
あ
る
が
、
中
巻
の
底
本
で
あ
る
真
福
寺
本
に
は
訓
釈
が
全

く
な
い
の
で
、
そ
れ
は
致
し
方
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
後
一
九
七
二－

七
三
年
の
調
査
で
発
見
さ
れ

た
来
迎
院
本
に
「

」
と
あ
る
こ
と
、
遠
藤
氏

「
来
迎
院
本
「
日
本
霊
異
記
」
序
文
の
訓
釈
に
つ
い

ア
テ
リ
ト

(二)

て
」(

前
掲
書
、
も
と
「
大
谷
女
子
大
国
文
」
９
［1

9
7
9
.
3
]

）
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ア
テ
リ
ト
の
ア
は
、

萬
葉
仮
名
「
保
」
の
略
体
で
あ
る
片
仮
名
「

｣

（
ホ
）
が
ア
に
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
同
じ
く
ト
は
、

萬
葉
仮
名
「
止
」
が
片
仮
名
ト
に
な
る
か
同
シ
に
な
る
か
の
問
題
で
あ
る
こ
と
、
遠
藤
氏

が
述
べ
ら
れ

(二)

Sanseido Words-Wide Web「古代語のしるべ」第２回 ©2016



- 2/2 -

て
い
る
（
「
止
」
は
、
江
戸
時
代
に
訓
仮
名
扱
い
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
推
古
遺
文
か
ら
あ
る
音
仮
名
で

ト

あ
る)

。
ま
た
、
先
に
「
後
に
述
べ
る
」
と
し
た
下
巻
第
四
縁
の
真
福
寺
本
「
日
」
は
、
萬
葉
仮
名
「
保｣

の
略
体
で
あ
る
片
仮
名
「

」（
ホ
）
が
「
日
」
に
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
日
本
霊
異
記
・
中
巻
序
の
訓
釈
の
「
〈
イ
テ
／
リ
シ
〉
」
は
ホ
テ
リ
シ
と
訓
む
の
が
よ
く
、

よ
っ
て
、
『
上
代
編
』
の
「
い
て
り
す
［
酡
］」
の
項
は
削
除
し
、
か
つ
、「
ほ
て
る
［
酡
］
」
な
い
し
「
お

も
ほ
て
る
［
面
赫
然]

」
も
し
く
は
「
お
も
ほ
て
り
す
［
面
赫
然]

」
の
項
を
新
た
に
立
て
る
の
が
よ
い
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
中
巻
序
で
、
旧
大
系
が
「
慮
に

忝

ク
」
と
訓
ん
だ
箇
所
は
、『
上
代
編
』
が
「
慮
に

こ
こ
ろ

カ
タ
ジ
ケ
ナ

こ
こ
ろ

忝

み
」
と
訓
む
よ
う
で
あ
る
が
、
類
聚
名
義
抄
の
「
慮
」
字
に
オ
モ
フ
の
訓
が
あ
る
の
で
、｢

忝

ク
慮

か
た
じ
け
な

カ
タ
ジ
ケ
ナ

お
も

ひ
」
と
訓
む
こ
と
も
で
き
る
。
カ
タ
ジ
ケ
ナ
シ
［
辱
・
羞
］
は
、｢

①
恐
れ
多
い
。」｢

②
人
に
対
し
て
こ
ち

ら
が
恥
ず
か
し
く
思
う
。
」
（
『
上
代
編
』）
の
意
で
あ
る
。
「
媿
を
睠
み
て
」「
睠
み
て
媿
ぢ
」
は
、
い
ず
れ

は
ぢ

か
へ
り

か
へ
り

は

の
訓
も
あ
り
得
よ
う
。

さ
て
、
日
本
霊
異
記
の
訓
釈
に
関
す
る
『
上
代
編
』
の
記
述
に
は
、
他
に
も
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
が
な

い
で
は
な
い
。
上
巻
第
十
九
縁
に
関
連
す
る
が
、
モ
ド
ル
［
佷
］
、
モ
ド
ラ
カ
ス
［

］・
モ
ド
ロ
カ
ス
［

］

お
よ
び
モ
ド
ロ
ク
［
文
］、
モ
ド
ロ
カ
ス
［
文
］
に
つ
い
て
、『
上
代
編
』
は
、
モ
ド
ラ
カ
ス
［

］
の
項

が
な
く
、
モ
ド
ロ
カ
ス
［

］・
モ
ド
ロ
カ
ス
［
文
］
を
前
者
に
統
合
す
る
が
、
モ
ド
ロ
カ
ス
［

］
と
モ

ド
ロ
カ
ス
［
文
］
と
が
別
語
で
あ
る
こ
と
、
別
書
『
国
語
派
生
語
の
語
構
成
論
的
研
究
』[

2
0
1
0
.
3

塙
書

房
］〔
第
一
篇
第
二
章
〕
に
詳
し
く
述
べ
た
通
り
で
あ
る
の
で
、
省
略
す
る
。

も
う
一
つ
、
『
上
代
編
』
の
「
お
ひ
す
か
す
［
逼
］
（
動
四
）
」
の
項
に
、
「
迫
害
す
る
意
か
。
「
悪
人

逼

〈
お
比
須
加
之
天

〉
二

乞
食
僧
一

」
（
霊
異
記
上
一
五
話
興
福
寺
本
）」
と
あ
る
オ
ヒ
ス
カ
ス
は
、
興
福
寺

お
ひ
す
か
し
テ

お

ひ

す

か

し

テ

本
の
訓
釈
は
「
須
」
と
も
「
江
」
と
も
見
分
け
に
く
い
も
の
で
あ
る
（
国
会
図
書
館
本
は
訓
釈
な
し
）
が
、

～
カ
ス
の
形
の
カ
ス
型
動
詞
は
、
基
本
的
に
動
詞
～
ク
＋
ス
の
構
成
の
も
の
（
本
来
型
と
呼
ぶ
）
か
、
動

詞
＋
肥
大
し
た
接
尾
辞
カ
ス
の
構
成
の
も
の
（
応
用
型
と
呼
ぶ
）
か
で
あ
る
の
で
、
オ
ヒ
ス
カ
ス
な
い
し

オ
ビ
ス
カ
ス
の
形
態
は
不
審
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
旧
大
系
の
よ
う
に
オ
ビ
エ
カ
ス
［
逼
］
と
見
て
、
オ
ビ

ユ
［
怯
］
＋
肥
大
し
た
接
尾
辞
カ
ス
の
構
成
で
あ
る
と
見
る
方
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
尤
も
、
オ
ビ
ヤ

カ
ス
で
は
な
く
オ
ビ
エ
カ
ス
と
い
う
形
態
に
は
、
問
題
が
残
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
別
書
〔
第
一
篇
第

一
章
〕
に
少
し
ふ
れ
た
。

以
上
、
日
本
霊
異
記
の
訓
釈
に
関
す
る
『
上
代
編
』
の
記
述
に
つ
い
て
、
イ
テ
リ
ス
［
酡
］
の
項
を
中

心
に
述
べ
、
片
仮
名
ホ
の
異
体
字
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
も
述
べ
た
。

次
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
日
本
霊
異
記
・
興
福
寺
本
の
画
像
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
本
文
で
取
り
上

げ
た
箇
所
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

奈
良
女
子
大
学
奈
良
地
域
関
連
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

http://m
ahoroba.lib.nara-w

u.ac.jp/y14/y14/index.htm
l
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